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「
ば
ら
の
栽
培
教
室
」

受
講
生
を
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の

や
で
は
、
ば
ら
栽
培
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で
き

る
「
ば
ら
の
栽
培
教
室
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
程
＝
５
月
か
ら
平
成
19
年
２
月

ま
で
毎
月
１
回
土
曜
日
に
開
講

（
10
回
講
座
）

　

午
前
の
部
＝
10
時
〜
正
午

　

午
後
の
部
＝
14
時
〜
16
時

※ 

第
１
回
目
の
５
月
13
日
（
土
）
の

み
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

● 

場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

●  

応
募
資
格
＝
ば
ら
の
栽
培
に
興
味

が
あ
り
、
５
回
以
上
受
講
で
き
る

人
●  

内
容
＝
ば
ら
栽
培
の
基
礎
知
識
、

苗
の
植
え
付
け
や
接
ぎ
木
、
つ
る

ば
ら
の
誘
引
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

●  

募
集
人
員
＝
午
前
の
部
・
午
後
の

部
各
30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、

未
受
講
者
を
優
先
し
、
そ
れ
で
も

多
い
場
合
は
抽
選
）

●  

参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円
（
資

料
・
郵
送
代
）

※ 

入
園
の
た
め
に
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

代
が
別
途
必
要
で
す
。

●  

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
時

間
（
午
前
の
部
又
は
午
後
の
部
）

を
記
入
し
、
事
務
局
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

●  

応
募
期
限
＝
４
月
21
日
（
金
）
※

必
着
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募　

集

『広報かのや』はホームページ
でもご覧になれます。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３
─０
０
５
３

　

鹿
屋
市
浜
田
町
１
２
５
０
番
地

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の

や
事
務
局

　
　

☎
０
９
９
４
─41
─８
７
１
８

「
ミ
ニ
ば
ら
の
寄
せ
植
え

教
室
」
参
加
者
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
母
の
日
に
「
ミ
ニ

ば
ら
の
寄
せ
植
え
教
室
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
５
月
14
日
（
日
）
11
時
〜

正
午

●
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

● 

講
師
＝
柴
さ
と
み
氏
（
ガ
ー
デ
ン

プ
ラ
ン
ナ
ー
）

● 

募
集
人
数
＝
30
人
（
親
子
で
の
参

加
も
可
能
。
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

● 

参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円
（
材
料

費
）

※ 
ば
ら
園
の
入
園
料
が
別
途
必
要
で

す
。

● 

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

事
務
局
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
期
限
＝
４
月
28
日
（
金
）
※

必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３
─０
０
５
３

　

鹿
屋
市
浜
田
町
１
２
５
０
番
地

　

 

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
実
行

委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
１

※ 

４
月
10
日
以
降
は
、

　

 

☎
０
９
９
４
─41
─８
７
０
２
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。
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「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
ぜ
？

な
に
！
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
参

加
者
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０
６
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
隅
産
の
食
材
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
る
「
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
な
ぜ
？
な
に
！
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
21
日
（
日
）

　

魚
編
＝
10
時
〜
11
時
30
分

　

 

野
菜
の
ソ
ム
リ
エ
編
＝
14
時
〜
15

時
● 

場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園
（
多
目
的

ホ
ー
ル
）

● 

募
集
人
数
＝
各
親
子
ペ
ア
30
組
60

人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
参
加
料
＝
親
子
で
１
０
０
円

● 

応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
期
限
＝
４
月
30
日
（
日
）
※

必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

お
お
す
み
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
会　

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─４
４
１
５

　
　

℻  
０
９
９
４
─44
─４
８
３
５

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
osf.jp

い
っ
き
ょ
も
ん
そ
「
土
曜

朝
市
」
の
出
店
者
を
募
集

　

毎
週
土
曜
日
に
旧
桜
デ
パ
ー
ト
跡

地
の
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
土
曜
朝
市
」
に
は
、
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
曜
朝
市

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
に
、

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

出
店
品
目
＝
農
産
物
（
自
家
生
産

物
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、
手
作
り

品
な
ど

● 

場
所
＝
旧
桜
デ
パ
ー
ト
跡
地
（
多

目
的
広
場
）

●
時
間
＝
７
時
〜
11
時

● 

申
込
方
法
＝
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
土
曜
朝
市
の

会
場
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

か
の
や
土
曜
朝
市
事
務
局

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─４
３
７
４

海
外
研
修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
市
内
の
中
学
生
・
高
校

生
を
海
外
へ
派
遣
す
る
事
業
を
行
い

ま
す
。
外
国
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

見
聞
を
広
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格

・ 

平
成
18
年
度
に
保
護
者
が
鹿
屋
市

に
居
住
し
て
い
る
中
学
生
、
高
校

生
で
あ
る
こ
と

・ 

国
際
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
意
欲
的
で
あ
る
こ
と

・
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

・ 

過
去
に
お
い
て
、
海
外
渡
航
の
経

験
が
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

・ 

市
内
の
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

　

（
札
元
１
丁
目
）

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─９
０
８
８

平
成　

年
度
自
衛
官
を
募

集 
 

　

平
成
18
年
度
の
自
衛
官
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

通
う
生
徒
は
、
応
募
書
類
を
学
校

か
ら
受
け
取
り
、
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

応
募
資
格
に
適
す
る
市
外
の
中
学

校
、
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
は
、

学
校
教
育
課
（
市
役
所
６
階
）
で

応
募
書
類
を
受
け
取
り
、
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
５
月
８
日
（
月
）

● 

研
修
先
＝
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
か
ら
選

択
● 

研
修
期
間
＝
７
月
末
か
ら
約
１
か

月
間
（
夏
休
み
期
間
中
）

● 

選
考
日
時
＝
５
月
20
日
（
土
）
９

時
〜

● 

選
考
会
場
＝
市
役
所
７
階　

大
会

議
室

● 

経
費
の
補
助

・ 

予
算
の
範
囲
内
で
、
研
修
費
用
の

５
割
を
補
助

・ 
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
全
額

補
助

※ 

事
情
に
よ
り
変
更
又
は
中
止
も
あ

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
学
校
教
育
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
３
７

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
を

募
集

　

市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

職
支
援
の
一
環
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
中

級
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
連
絡
部

　

鹿
屋
募
集
事
務
所

　
　

☎
０
９
９
４
─42
─４
３
８
６

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w
w
.kagoshim

a.plo.
jda.go.jp/

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

 h
q
l@
kag
osh
im
a.p
lo.jd

a.
go.jp
 

平
成　

年
度
鹿
屋
市
中
小

企
業
合
同
入
社
式
・
研
修

講
座
を
実
施

　

市
内
の
中
小
企
業
に
入
社
し
た
新

入
社
員
の
門
出
を
祝
う
合
同
入
社
式

を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
、
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
や
組
織
人
と
し
て
の
役

割
・
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

マ
ナ
ー
・
仕
事
の
進
め
方
等
に
つ
い

て
の
研
修
も
行
い
ま
す
。

●
日
程
＝
４
月
14
日
（
金
）

　
　

入
社
式
＝
10
時
〜

　
　

研　

修
＝
10
時
30
分
〜
17
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
（
新
川

町
）

● 

講
師
＝
株
式
会
社
太
田
経
営
代
表

取
締
役
太
田
潤
之
助
氏

●
受
講
料
＝
無
料
（
昼
食
あ
り
）

●
申
込
期
限
＝
４
月
10
日
（
月
）

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【問い合わせ・申込先】
　　市勤労青少年ホーム（向江町）☎ 0994-43-4640

　市勤労青少年ホームでは、平成 18年度の前期教養
講座受講生を募集します。どの講座も初心者を対象に
した講座です。ぜひ、お申し込みください。

平成18年度勤労青少年ホーム前期教養講座受講生を募集

番号 講  座  名 講座曜日   定員（人）
１ 料　理 月 20
２ テニス 月 15
３ フラワーアレンジメント 月 15
４ エアロビクス 火 20
５ 英会話 火 20
６ ビーズアクセサリー 水 15
７ お菓子 水 20
８ ヨーガ 水 20
９ アロマテラピー 木 15
10 陶　芸 木 20
11 シルバーアクセサリー 金 15
12 ボールピラティス 金 20
13 バドミントン 金 25

●講座回数　12回　※5月15日（月）～8月7日（月）
●講座時間　19時～21時
●対 象 者　 市内に在住又は勤務している35歳までの独

身の人

●受 講 料　・ １講座につき１,０００円（一度納入され
た受講料は返納しません）

　　　　　　・ 保険料及び教材費等が必要な講座もあり

ます。

●申込方法　 直接来館し、お申し込みください。
　　　　　　※ 申込多数の場合は抽選です。また、申し

込みの少ない講座は開講できない場合があ

ります。

●申込期限　４月25日（火）

18

18
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

一般・技術幹部候
補生

詳しくは、鹿屋募
集事務所へ

４月１日（土）～
５月12日（金）

５月20日（土）

５月21日（日）
（飛行要員のみ）

歯・薬剤科幹部候
補生

詳しくは、鹿屋募
集事務所へ

４月１日（土）～
５月12日（金）

５月20日（土）

●
講
座
名

ワ
ー
ド
（
中
級
） 

　

 

５
月
16
日
（
火
）
〜
25
日
（
木
）

10
時
〜
正
午

エ
ク
セ
ル
（
中
級
）

　

 

５
月
16
日
（
火
）
〜
25
日
（
木
）

19
時
〜
21
時

● 

対
象
者

・ 

市
内
に
在
住
又
は
勤
務
し
、
８
日

間
す
べ
て
受
講
可
能
な
人

・ 

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
３
級
程
度

の
資
格
取
得
に
向
け
て
の
準
備
講

座
と
し
て
受
講
し
た
い
人

● 

定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

● 

受
講
料
＝
１
，
０
０
０
円
（
一
度

納
入
さ
れ
た
受
講
料
は
返
納
し
ま

せ
ん
）
、
テ
キ
ス
ト
代
１
，
２
６

０
円

● 

申
込
方
法
＝
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
限
＝
４
月
26
日
（
水
）

● 

そ
の
他
＝
２
歳
か
ら
６
歳
児
に
限

り
、
１
人
５
０
０
円
（
保
険
料
）

で
託
児
を
し
ま
す
。

18

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
課

　
　

☎
０
９
９
４
─42
─３
１
３
５

　
　

℻  
０
９
９
４
─40
─３
０
１
５

平
成　

年
度
（
前
期
）
高

度
熟
練
技
能
者
認
定
及
び

技
能
検
定
（
国
家
検
定
）

を
実
施

 

高
度
熟
練
技
能
者
認
定

　

高
度
熟
練
技
能
者
と
は
、
機
械
で

は
代
替
で
き
な
い
高
精
度
・
高
品
質

の
製
品
を
作
り
出
す
技
能
者
、
又
は

機
械
が
作
り
出
す
製
品
と
同
等
以
上

の
高
精
度
・
高
品
質
の
製
品
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
技
能
者
で
、
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会
長
が
認
定
し

た
人
の
こ
と
で
す
。

● 

申
込
期
間
＝
５
月
上
旬
か
ら
５
月

下
旬

●
対
象
業
種

・
一
般
機
械
器
具
製
造
関
係
業
種

・
金
属
製
品
製
造
関
係
業
種

・ 

鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
製
造
関
係
業
種

・
精
密
機
械
器
具
製
造
関
係
業
種

・ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
製
品
製
造

関
係
業
種

・ 
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
関
係
業
種

（
自
動
車
製
造
関
係
業
種
を
除

く
）

・ 

プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
係
業

種
・
鉄
道
車
両
整
備
関
係
業
種

 

技
能
検
定
（
国
家
試
験
）

　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
44
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
「
前

期
」
技
能
検
定
を
実
施
し
ま
す
。

● 

申
込
期
間
＝
４
月
４
日
（
火
）
〜

14
日
（
金
）

●
試
験
日

　

 

実
技
試
験
＝
６
月
12
日
（
月
）
か

ら
９
月
10
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

で
、
職
種
ご
と
に
定
め
る
日

　

 

学
科
試
験
＝
７
月
30
日
（
日
）
、

８
月
20
日
（
日
）
、
８
月
27
日

（
日
）
、
９
月
３
日
（
日
）
で
職

種
ご
と
に
定
め
る
日

● 

募
集
職
種
＝
造
園
、
建
設
機
械
整

備
、
左
官
、
表
装
な
ど
33
職
種

● 

等
級
＝
１
級
、
２
級
、
３
級
、
単

一
等
級

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　

☎
０
９
９
─２
２
６
─３
２
４
０

　
　

℻  
０
９
９
─２
２
２
─８
０
２
０
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Information

点
検
商
法
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

　

点
検
商
法
と
は
、
自
宅
に
訪
問
し

て
き
て
「
無
料
で
点
検
を
す
る
」「
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
な
ど

と
、
あ
た
か
も
正
規
の
点
検
の
振
り

を
し
な
が
ら
断
り
切
れ
な
い
状
況
に

し
て
、「
早
く
手
を
打
た
な
い
と
こ

の
ま
ま
で
は
よ
く
な
い
」
な
ど
と
事

実
と
異
な
る
こ
と
を
言
っ
て
、
新
た

に
契
約
を
迫
る
悪
質
な
商
法
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
悪
質
商
法
業
者
は
一
度

家
に
あ
げ
て
し
ま
っ
た
ら
な
か
な
か

帰
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
見
知

ら
ぬ
業
者
を
家
に
上
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
申
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
契
約
内
容
の
わ
か
る
書
面

を
受
け
取
っ
て
か
ら
一
定
期
間
以
内

に
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
き
を

と
れ
ば
、
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
市
民

総
合
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
悩
ま
ず
、
早
く
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
主
な
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容

・ 

契
約
を
解
除
し
た
い
が
、
相
手
が

応
じ
て
く
れ
な
い

・
契
約
が
履
行
さ
れ
な
い

お知らせ版　No.006

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

を
実
施

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
も
う
一
度

　
　

よ
く
見
て
渡
ろ
う

　
　
　
　
　

手
を
あ
げ
て
」

　

４
月
６
日
（
木
）
〜
15
日
（
土
）

ま
で
、
全
国
一
斉
に
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
鹿
屋
市
内
で
も
交
通
死

亡
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
安
全
運

転
に
心
が
け
て
、
交
通
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

運
動
の
基
本

　

 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
重
点
項
目

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

【
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先
】

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

　
　

☎
03
─５
２
５
３
─１
１
１
１

　
　
　

内
線
２
３
６
９
・
２
９
８
０

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強

運
動
に
ご
協
力
を

　

平
成
18
年
度
日
本
赤
十
字
社
社
員

増
強
運
動
（
社
資
募
集
）
が
５
月
１

日
か
ら
31
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
外
で
地
震
等
の
災

害
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
日
本
赤
十
字
の
役
割
は
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
博
愛
・
人
道

の
精
神
の
も
と
、
国
際
的
な
救
援
活

動
と
と
も
に
、
国
内
に
お
い
て
は
、

災
害
救
護
活
動
、
血
液
事
業
、
赤
十

字
講
習
会
（
救
急
法
、水
上
安
全
法
、

家
庭
看
護
法
、
幼
児
安
全
法
）
を
開

く
な
ど
日
常
の
く
ら
し
に
直
接
つ
な

が
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
様
方
か
ら

毎
年
い
た
だ
く
支
援
金
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
赤
十
字
社
鹿
屋
市
地
区

　

（
市
社
会
福
祉
会
館
内
）

　

☎
０
９
９
４
─42
─７
１
８
８

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
３
３

比
較
的
安
価
な
金
属
製
ア

ク
セ
サ
リ
ー
類
等
の
取
り

扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

比
較
的
安
価
な
金
属
製
ア
ク
セ
サ

リ
ー
類
等
は
、
そ
の
外
見
か
ら
鉛
が

含
ま
れ
て
い
る
か
判
断
す
る
の
は
と

て
も
困
難
で
す
。
も
し
、
鉛
を
含
ん

で
い
る
製
品
を
乳
幼
児
が
な
め
る
、

口
に
入
れ
る
、
飲
み
込
む
な
ど
し
た

場
合
、
鉛
を
摂
取
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　

乳
幼
児
が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
こ

れ
ら
の
金
属
製
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
等

に
乳
幼
児
が
接
触
し
な
い
よ
う
大
人

が
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※ 
金
属
製
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
等
と
は
、

宝
石
・
貴
金
属
を
用
い
て
造
ら
れ

た
装
身
具
類
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
エ

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

市
民
総
合
相
談
室

　
　

（
市
役
所
別
館
１
階
）

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　

内
線
３
１
９
１
・
３
１
９
２

２
０
０
６
年
12
月
１
日
か

ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

ス
タ
ー
ト

　

県
内
の
放
送
局
は
、
基
幹
局

（
鹿
児
島
市
紫
原
）
の
12
月
１
日

か
ら
の
放
送
開
始
に
向
け
て
民
間

放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
６
月
か
ら
試
験

電
波
の
予
定
）
が
４
月
か
ら
試
験

電
波
を
発
射
し
て
放
送
機
器
の
試

験
や
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

試
験
電
波
の
発
射
に
伴
い
、
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
画
面
が
一
面
に

砂
を
ま
い
た
よ
う
な
「
ザ
ラ
ザ

ラ
」
し
た
画
面
に
な
る
症
状
が
発

生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
付

い
た
時
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

宮
崎
・
鹿
児
島
地
域
受
信
対
策

セ
ン
タ
ー　

 
 

 

☎
０
１
２
０
─０
５
０
─９
６
９

☎
０
９
９
─２
０
６
─８
６
３
４ 

受
付
＝
９
時
〜
21
時
（
土
日
祝

９
時
〜
18
時
）

・ 

傘
を
さ
し
た
ま
ま
の
運
転
や
二
人

乗
り
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

夕
暮
れ
時
に
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
着
衣
や
車
体
に
反
射

材
を
付
け
、
運
転
者
か
ら
良
く
見

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
、同
乗
者
は
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

年
齢
に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
夜
光
反
射
材
の
着
用
促
進

・ 

夜
間
外
出
す
る
場
合
に
は
、
目
立

つ
服
装
で
、
靴
や
持
ち
物
等
に
反

射
材
用
品
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

  　

 

暗
く
な
く
て
も
、
午
後
５
時
以
降

は
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
交
通
安
全
係

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
５
８

リ
ー
）
を
除
く
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類

の
こ
と
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
商
工
観
光
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
１

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所

者
等
に
対
す
る
補
償
金
を

支
給

　

現
在
、
国
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支

給
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
請
求
期

限
が
平
成
18
年
６
月
21
日
（
水
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

支
給
対
象
者
＝
平
成
８
年
３
月
31

日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
等
に
入
所
さ
れ
て
い
た
方
で
、

補
償
法
施
行
日(

平
成
13
年
６
月

22
日)

に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い

る
方

● 

請
求
期
限
＝
６
月
21
日
（
水
）

● 

そ
の
他
＝
次
の
方
は
、
請
求
さ
れ

て
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
既
に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
方

・ 

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上
の

和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
方

平
成　

年
２
級
建
築
士
試

験
・
木
造
建
築
士
試
験
を

実
施

● 

申
込
期
間
＝
４
月
10
日
（
月
）
〜

14
日
（
金
）
10
時
〜
16
時

● 

申
込
場
所
＝（
社
）鹿
児
島
県
建
築

士
会（
鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
）

●
受
験
申
込
書

 　

 

配
布
期
間
＝
４
月
３
日
（
月
）
〜

14
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
16
時
30

分
※
最
終
日
の
み
15
時
ま
で

　

 

配
布
場
所
＝
鹿
屋
土
木
事
務
所

（
打
馬
２
丁
目
）
、
県
建
築
士
会

鹿
屋
肝
属
支
部
（
寿
３
丁
目
）

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
験
申
込

　

 

受
付
期
間
＝
４
月
１
日
（
土
）
の

10
時
〜
７
日
（
金
）
の
16
時
ま
で

 

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が

で
き
る
人
は
、
平
成
16
年
以
降
に

申
し
込
み
を
し
た
人
の
う
ち
、
申

し
込
み
に
必
要
な
個
人
情
報
の
使

用
を
承
諾
を
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

（
社
）
鹿
児
島
県
建
築
士
会

　
　

☎
０
９
９
─２
２
２
─２
０
０
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jaeic.jp/

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
追
悼
式

　

太
平
洋
戦
争
で
特
別
攻
撃
隊
と
し

て
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基
地
か
ら
出
撃

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
特
攻
隊
員
を
慰

霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
塚

公
園
慰
霊
塔
前
広
場
で
追
悼
式
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
８
日
（
土
）
10
時
30

分
〜
正
午

● 

場
所
＝
小
塚
公
園
慰
霊
塔
前
広
場

（
今
坂
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
福
祉
政
策
課
調
整
係

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─２
１
１
１

　
　
　

内
線
３
１
３
２
・
３
１
６
６

18

至 国道
220号線 王子遺跡資料館

市中央公民館

市文化会館

市保健相談
センター

市立視聴覚センター
( 市立図書館2階 )

鹿屋バス
センター

お
知
ら
せ

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
お
知

ら
せ

  

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象
に
し

た
講
座
で
す
。

● 

日
時
＝
５
月
10
日
（
水
）
〜
12
日

（
金
）
９
時
〜
正
午

● 

定
員
＝
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

●
受
講
料
＝
無
料

● 

申
込
方
法
＝
直
接
来
所
又
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
＝
４
月
27
日
（
木
）

 

子
ど
も
映
画
教
室

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
、
無
料
の
子

ど
も
映
画
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
親
子
連
れ
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
４
月
８
日
（
土
）
14
時
〜

15
時
30
分

● 
上
映
作
品
＝
上
映
日
の
１
週
間
前

か
ら
図
書
館
入
口
横
に
掲
示

※ 

セ
ン
タ
ー
内
の
ビ
デ
オ
や
、
16
ミ

リ
映
画
は
、
映
画
教
室
以
外
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

※ 

毎
週
土
曜
日
の
11
時
〜
正
午
に
ス

ポ
ー
ツ
や
科
学
な
ど
の
番
組
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
「
子
ど
も
放
送

局
」
も
あ
り
ま
す
。
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医
療
機
関
の
無
料
健
康
相
談

　

職
場
健
康
診
断
の
見
方
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
、
健
康
の
こ
と
で
悩
み
が

あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

受
付
に
て
、
鹿
屋
・
肝
属
地
域
産
業

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
相
談
を
利
用

し
た
い
と
伝
え
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
４
月
19
日
（
水
）
14
時
〜

16
時

● 

場
所
＝
平
瀬
外
科
（
北
田
町
）

　

☎
０
９
９
４
─43
─３
４
３
１

※ 

健
康
診
断
結
果
表(

基
本
健
康
診

査
可)

な
ど
持
参
す
る
と
適
切
な

指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

相
談
後
の
治
療
は
保
険
診
療
と
な

り
ま
す

※ 

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
・
肝
属
地
域

　
　
　

産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
９
４
─40
─５
４
４
１

　

鹿
屋
市
医
師
会

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─４
７
５
７

KANOYA  CITY か

　　　　
固定資産課税台帳の閲覧・土地 (家屋 )価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ

閲　　　覧 縦　　　覧
閲覧・縦覧するもの 固定資産課税台帳 土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿

記載内容
土地・家屋の所在、種類、面積、評価額、課税標準額、
税額等

土地・家屋の所在、種類、面積、評価額

期間及び手数料
平成 18年４月３日（月）～平成 19年３月 30
日（金）１件につき２００円
※右記縦覧期間中は無料です

４月３日（月）～５月31日（水）
無　料

閲覧・縦覧できる人
● 土地、家屋、償却資産の所有者及び関係者　(所
有者と同居の親族、納税管理人、借地人、　借家
人、代理人）

●固定資産税の納税者及び関係者 ( 納税者と同居
　の親族、納税管理人、代理人 )
●固定資産税が課税されている人
※ 土地のみの納税者は、土地帳簿の縦覧のみでき
ます。
※ 家屋のみの納税者は、家屋帳簿の縦覧のみでき
ます。

場　　所

●本庁資産税課及び各総合支所の地域振興課
●出張所での閲覧日程
　・４月10日（月）高隈出張所，花岡出張所
　・４月11日（火）高須出張所，大姶良出張所

●本庁資産税課及び各総合支所の地域振興課

窓口に持参するもの
印鑑、委任状 (代理人による閲覧・縦覧の場合のみ )、賃貸借契約書（借地人・借家人）

所有者以外の人が閲覧する場合、身分証明書、関
係者であることが証明できる書類等

　平成 18年度は評価替年度です。また、合併により旧１市３町それぞれで資産を所有している方は平成 18年度か
ら鹿屋市で資産を名寄せ（合算）されます。
　なお、納税義務者等が固定資産税の課税内容を把握できるように、今年も４月に土地・家屋の評価額、課税標準額、
年税見込額等を記載した課税明細書を送付します。閲覧に来られない場合でも、課税明細書で確認できます。

【問い合わせ】　市資産税課　☎0994-４３-２１１１（内線３１２６・３１２９・３１４９）

子
育
て

鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
ふ
れ

る
と
危
険
で
す

　

感
電
防
止
の
た
め
、
鯉
の
ぼ
り
を

あ
げ
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

● 

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
に
離

れ
た
安
全
な
と
こ
ろ
に
立
て
ま

し
ょ
う
。

● 

ポ
ー
ル
を
立
て
る
と
き
や
倒
す
と

き
は
、
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

● 

も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら

自
分
で
取
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　

九
州
電
力
（
株
）
鹿
屋
営
業
所

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─３
３
３
３

市
児
童
セ
ン
タ
ー
の
お
知

ら
せ

 

児
童
向
け
の
映
画
を
上
映

　

童
話
や
物
語
な
ど
、
児
童
向
け
の

映
画
を
無
料
で
上
映
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
15
日
（
土
）
10
時
〜

正
午

● 

対
象
者
＝
小
学
生
、
幼
児
と
そ
の

保
護
者

　　　
４月23日は鹿屋市議会議員選挙の投票日です

● 投票できる人
　 昭和 61年４月 24日までに生まれた人で、平成 18年１月 15日
　以前に鹿屋市に転入届を出し、引き続き鹿屋市に住んでいる人
● 期日前投票
　投票日に出張や仕事、旅行などで投票に行けない人は、期日前投
　票をご利用ください。
　※必ず投票所入場券等で場所の確認をしてください。
　　期　間：４月 17日（月）～ 22日（土）
　　時　間：午前８時 30分～午後８時
　　場　所：鹿屋選挙区 → 本庁
　　　　　   吾平選挙区 → 吾平総合支所
　　　　　   輝北選挙区 → 輝北総合支所
　　　　　   串良選挙区 → 串良保健センター
● 投票日の投票時間
　各投票所で投票時間が異なります。郵送された投票所入場券等で
　お確かめください。
● 開　票
　開票は選挙区ごとに行われます。時間及び場所は次のとおりです。
　○鹿屋選挙区　　開票時間　午後８時～
　　　　　　　　　場　　所　鹿屋市体育館
　○吾平選挙区　　開票時間　午後７時 30分～
　　　　　　　　　場　　所　吾平振興会館
　○輝北選挙区　　開票時間　午後７時 30分～
　　　　　　　　　場　　所　輝北コミュニティセンター
　○串良選挙区　　開票時間　午後７時 30分～
　　　　　　　　　場　　所　串良町民会館

　新鹿屋市誕生による市議会議員の在任特例期間（４か月）満了により、市議会議員選挙が４月 16日に告示され、
４月 23日に投開票が行われます。今回の選挙に限り、旧市町単位で選挙区を設けて行われます。各地区の市議会議
員の定数は、鹿屋地区 24人、吾平地区３人、輝北地区２人、串良地区５人となります。
　必ず投票へ行き、あなたの一票を新しいまちづくりに反映させましょう。

【問い合わせ】
　　市選挙管理委員会事務局
　　　　　☎ 0994-31-1142
　　吾平総合支所地域振興課
　　　　　☎ 0994-58-7111
　　輝北総合支所地域振興課
　　　　　☎ 099-486-1111
　　串良総合支所地域振興課
　　　　　☎ 0994-63-3111

 

子
育
て
相
談
会

　

子
育
て
に
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
、

子
育
て
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
人

な
ど
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
情
報
交

換
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別
で

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
18
日
（
火
）
10
時
〜

正
午

　 
子
ど
も
の
日
の
集
い

　

子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

子
ど
も
の
日
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
22
日
（
土
）
10
時
〜

正
午

● 

対
象
者
＝
小
学
生
、
幼
児
と
そ
の

保
護
者

● 

内
容
＝
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど

※ 

当
日
ま
で
参
加
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

 

市
児
童
セ
ン
タ
ー
（
西
原
台
小
近

く
）

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─９
８
２
５

健
康
増
進
課
の
お
知
ら
せ

 

一
般
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
に
関
す
る
こ

と
で
不
安
な
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と

が
あ
る
人
、
ま
た
、
話
を
聞
い
て
も

ら
い
た
い
人
は
保
健
師
・
栄
養
士
・

歯
科
衛
生
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
20
日
（
木
）

　

 

一
般
健
康
相
談
＝
９
時
〜
正
午
・

13
時
〜
15
時

　

 

糖
尿
病
相
談
＝
13
時
〜
15
時

● 

場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
北
田
町
）

● 

内
容
＝
栄
養
・
運
動
・
休
養
・
歯

科
に
関
す
る
健
康
相
談
、
血
圧
測

定
・
尿
検
査

 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
こ
こ
ろ

の
病
気
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
る
人

を
対
象
に
相
談
員
や
保
健
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
で

き
ま
す
。

● 

日
時
＝
４
月
20
日
（
木
）
９
時
〜

正
午
・
13
時
〜
15
時

● 

場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
北
田
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　
　

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

健　

康

西原台小学校 

国道220号線 

慰霊塔 

郷之原トンネル

市児童センター 
小塚公園 
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● 調査結果及びその分析
　①各教科ごと正答率（％）

【問い合わせ】　市学校教育課　　☎ 0994-31-1137

平成17年度基礎・基本定着度調査の結果について
　平成 18年１月中旬に、県下一斉に小学校５年生、中学校１・２年生を対象にし
た「基礎・基本」定着度調査が実施されました。今回、市内の小中学校の結果がま
とまりましたので、広く市民の皆様にお知らせし、今後の学力向上に一層努めてい
きたいと考えています。なお、各小中学校の結果については、各学校の学校便り等
をとおして公表します。

●調査の目的
　 　学習指導要領において身につけることが求められている基礎的・基本的な内容
の定着について、県内すべての小・中学校等が確かなデータを基に自校の課題を
明確にし、一人ひとりに応じたきめ細かな指導方法の改善・充実を図ることを目
的として実施するものです。

学 年　　　　　　　教 科 国　語 社　会 算数・数学 理　科 英　語

小　５
鹿屋市 78.2 72.2 72.5 76.0

肝属地区 78.0 72.6 72.0 76.0

中　１
鹿屋市 64.2 58.1 69.9 65.0 51.5

肝属地区 63.4 57.4 69.9 64.4 51.6

中　２
鹿屋市 69.2 62.2 65.7 65.8 51.2

肝属地区 68.9 61.6 65.5 66.4 51.2

● 調査結果に対する手だて
　・ 本年度中の取り組み＝ １月の調査実施後、各学校では誤答傾向等の分析を行い、定着が不十分な点について、

補充の授業や個別指導を行っています。
　・ 来年度の学力向上＝ 各学校は、定着が不十分であった内容について、原因を分析し、来年度の年間指導計画

や授業改善の具体策を立案します。
　・ 家庭での学習習慣＝ 家庭学習は、学校で学んだことを定着させるために大切なものです。家庭学習の充実に向

けて、学校と家庭・地域が一体となって取り組めるように、働きかけを行っていきます。

◇ 小学校５年生では７～８割程
度の正答率を示し、概ね基礎
基本は定着しているようです。
◇ 中学校１、２年生では、６～
７割程度の正答率で、１年生
の社会科と１、２年の英語科
が６割に満たず、十分ではあ
りません。

教　科 各教科で特に伸ばすべき学力等

国　語
・文章を読んで、主題や内容を把握する力
・目的や意図に応じて文章を整理して書く力

社　会
・資料から情報を読み取り、活用する力
・基礎的な社会科の用語の理解

数　学
・文字式について目的に応じて計算したり、変形したりする力
・図形の性質を論理的に推論し、説明する力
・関数の関係を見いだし、グラフ等で表現し、考察する力

理　科
・実験結果を比較して考える科学的な思考力
・観察、実験器具を正しく操作する技能

英　語
・前後の文脈から適する文を書く力
・単語等の語

ご

彙
い

力
りょく

、及び基本的な文型の理解

　②各教科ごとに伸ばすべき学力等

◇ 左表の内容について、重点的
な指導や学力の定着を図るた
めの工夫が必要であり、各学
校で具体的な手だてを講じて
いきます。


